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【開会  午後４時００分】 

 

◎開会・開会宣言 

○教育長 本日、令和６年第１０回教育委員会会議を招集いたしました。出席ご苦労様で

す。 

本日の出席者は４名です。定足数の出席を認めます。よって、令和６年第１０回八雲町

教育委員会会議を開会いたします。 

本日の会議日程は、お手元に配布のとおりです。それでは、直ちに本日の会議を開きま

す。 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名 

○教育長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。 

本日の会議録署名委員に、福田浩子委員を指名いたします。 

次の日程に入る前にお諮りします。 

本日の協議第１号は、八雲町議会上程前の審議であることから、八雲町教育委員会会議

規則第２０条第１項の規定により、秘密会としてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

○教育長 ご異議がございませんので、協議第 1号は秘密会とします。 

 

◎日程第２ 協議第１号 

○教育長 日程第２ 協議第１号「令和７年度教育費予算要求について」を議題といたし

ます。事務局の説明を求めます。 

○学校教育課長 それではご説明いたします。議案書１ページをお開きください。令和７

年度教育費予算要求案について、別紙のとおり協議するものでございます。 

２ページの予算要求の概要については私から一括して説明し、議案書３ページからの施

策的経費である当初二次の予算要求の概要については、各担当からご説明します。 

議案書２ページをご覧願います。教育費予算要求額について、経常経費や管理運営経費

である当初一次予算と、施策的経費である当初二次予算に分けて集計した額で、予算科目

ごとに八雲地域と熊石地域に分けて記載しておりますが、今回お示しする要求額について

は、今後の査定により増減が発生することを予めご了承いただきたいと思います。 

 なお、会計年度任用職員の人件費である職員費について、全庁的な人件費単価の見直し

によりそれぞれ増額となっておりますので、説明は省略させていただきます。 

 それでは始めに学校教育関係からご説明いたします。 

 教育総務費は事務局経費や学校職員住宅管理などの経常経費で、八雲地域当初一次は、

１千２５０万６千円の要求となっております。令和６年度に比較し７万２千円の増額であ

り、前年度とほぼ同様の要求内容となっております。 

次に当初二次の要求額は外国語指導助手配置事業など施策的経費で、５３６万９千円の

要求で、前年度比１７３万１千円の減額ですが、令和６年度に更新した軽トラック購入費

が減額となったものです。 



熊石地域の当初一次要求額は８２万８千円、前年度比４万４千円の増、当初二次は、あ

りませんでした。前年度比２千６５万５千円の減は、旧熊石高校公宅の取得が完了したこ

とによるものです。 

小学校費は小学校７校の管理運営に関する経費で、八雲地域当初一次の要求は１億１千

６３万８千円で、前年度比５３１万円の減額で昨年度と同内容での要求ですが、電気料金

について昨年度は値上がりを想定した金額で査定を受けておりますが、今年度は現時点で

の実勢単価で要求していることが減額の要因であります。 

当初二次は６千７６万５千円の要求で、前年度比１千４６２万１千円の増額は、１５人

乗りスクールバス、教職員の公務用パソコン、八雲小学校テレビモニター、改定された教

科書に対応した教師用教科書や指導書の更新が完了したものの、学習端末クロームブック

の更新を行うことから、その経費として約５千３００万円を計上したことによります。 

熊石地域の当初一次は９５２万１千円で、前年度比４２万９千円の減額は車両整備費分

によるもので、ほぼ前年度同様の要求です。当初二次は４９８万３千円で、暖房用設備の

地下埋設油タンク及び地下埋設油配管の修繕を新規計上したものであります。 

次に中学校費は中学校４校の管理運営に関する経費で、八雲地域当初一次の要求は８千

９１７万７千円で、４６９万１千円の減額計上で昨年中学校へ進学した医療的ケア児へ対

応するため計上していた看護師配置事業について、当該生徒が看護師を配置しない中で学

校生活を送ることが確認できたことからその経費を減額したほか、小学校同様に電気料金

単価を実勢価格要求していることによります。 

当初二次は４千５８５万５千円の要求で、前年度比２千３０万２千円の増で、２９人乗

りスクールバスや八雲中学校モニター、校務用パソコンの更新が完了したものの、改定と

なる教科書に対応した指導書給与や小学校同様にクロームブック更新を新たに計上したこ

とによります。 

熊石地域の当初一次は６３４万５千円で、前年度比１３３万５千円の減額は主に車両整

備費分となっております。当初二次はありませんでした。前年度比１４６万３千円の減は、

非常口ドアの修繕が完了したことによるものです。 

以上、学校教育関係の当初一次・二次の要求額の合計は、職員費を合わせ八雲地域で４

億７５６万４千円、熊石地域３千８８６万円の要求となっております。 

次に社会教育関係をご説明いたします。  

社会教育課関係費は、公民館や資料館、町民センター、熊石歴史記念館といった社会教

育施設の管理運営や各種講座等に係る経費で、八雲地域当初一次要求額は２千２６３万２

千円で、前年度比１０２万８千円の減額となっております。減額の主な理由は、隔年実施

の文化団体連合会特別事業の減、各施設の電気料の減などによるものです。 

 当初二次要求額は１千９０８万４千円で、前年度比３５７万６千円の減額となっておりま

す。減額の主な理由は、令和７年度に梅村庭園に隣接する土地の購入や町民センタートイ

レの洋式化改修工事にかかる経費を新規計上したものの、令和６年度に社会教育課公用車

購入や事務機器購入、木彫り熊１００周年記念事業が終了したことなどによるものです。  

熊石地域は当初一次のみの要求で、３１２万２千円の要求は前年度比７８万６千円の増

額ですが、歴史記念館建物修繕によるものです。当初二次の要求はありませんでした。 



次に図書館関係費は図書館の管理運営に関する経費であり、八雲地域のみの要求で当初

一次は２千４３万５千円で、前年度比１７８万１千円の減額となっております。減額の主

な理由は、電気使用料及び庁用燃料費の減によるものです。 

当初二次要求額は３００万３千円で、前年度比３０万８千円の増は、令和６年度に業務

用コピー機の更新が完了したものの、図書館へのエアコン設置のため実施設計を新規計上

したことによります。  

社会教育関係の要求額の合計は、職員費を合わせて八雲地域１億１千３２万１千円、熊

石地域５５０万８千円でございます。 

次に保健体育関係についてご説明いたします。 

体育関係費は、総合体育館をはじめ、各種グラウンド、プール、スキー場など体育施設

の管理運営費及び各種講座等を運営する経費で、八雲地域当初一次要求額は８千２５万２

千円で、前年度比７０７万９千円の増額は体育施設管理費で電線や近隣住宅に影響を与え

るなどの支障木の伐採費用を、また、町営スキー場管理費で３年に一度実施するリフト握

索装置の保守業務を計上したことによるものです。 

当初二次要求額は１億２千４８４万５千円で、前年度比９千７０５万７千円の増額であ

りますが、開町２０年記念事業や町営スキー場のペアリフトを動かす電動機、運転盤の更

新、温水プールの電解次亜生成装置の更新を新規計上しております。 

熊石地域は当初一次のみで、前年度並みの２０６万３千円の要求であります。 

次に給食センター関係費の当初一次要求額は１億２千２９６万２千円で、前年度比１６

７万２千円の減額で昨年度同様の要求ですが、児童生徒数の減少に伴う給食賄費の減が主

な減額の理由です。 

当初二次要求額は１２９万１千円で、より八雲産食材を積極的に活用し食育活動を充実

するため、前年度比３８万５千円の増で要求しております。 

 保健体育関係の要求額の合計は職員費を合わせ、八雲地域２億８千７２４万１千円、熊

石地域３０８万円でございます。 

 以上教育費の令和７年度予算要求額は八雲地域９億３千１２６万２千円で、前年度比１

億４千５８０万７千円の増額要求、熊石地域４千７４４万８千円で、前年度比１千２３０

万８千円の減額での要求となっております。 

 令和７年度の予算要求額は八雲、熊石地域合わせて９億７千８７１万円となっておりま

す。 

 施策的経費である当初二次は、それぞれ担当から新規事業と継続事業のうち大きな変更

等があったものを説明いたします。 

○学校教育課施設係長 それでは当初二次予算要求の概要について、学校教育課分から説

明します。 

３ページのナンバー４と、４ページのナンバー１１各小中学校校用一般備品整備事業要

求額４０万７千円と１２万３千円は、落部小・中学校、東野小学校、野田生小学校でそれ

ぞれ必要となるホワイトボード及びディスプレイスタンドを購入しようとするものです。 

３ページのナンバー６と５ページのナンバー１３GIGA スクールネットワーク整備事業５



千３２０万１千円 と３千１９３万８千円は、学習用端末クロームブックについて、令和７

年度に当初整備から５年経過と耐用年数を超えることから端末全台の更新を行おうとする

もので、更新する台数の内訳は小学校分で７４２台、中学校分で４４６台の合計１千１８

８台を予定しています。 

４ページのナンバー７小学校放送設備改修事業２１３万４千円は、落部小学校の放送機

器について設置から２７年が経過し機器の状態が悪くなっていることから、更新を行おう

とするものです。 

５ページのナンバー１６とナンバー１７中学校教師用教科書及び指導書及び準教科書給

与事業９８４万７千円と３０万８千円は、４年に１度改訂される教科書について中学校の

教科書が令和７年度から新たな教科書となることから、それぞれ改訂後の教師用教科書・

指導書・準教科書を給与しようとするものです。 

６ページのナンバー２０八雲町域学連携推進事業５０万円は、これまでも実施してきた 

上智大学との交流事業について、令和６年度までは本事業の事務局の一端を担っている町

の商工観光労政課で本事業に係る予算措置をしていましたが、令和７年度からは学校教育

課で予算措置を行うこととしたため、新規で計上しているものです。 

以上が主な学校教育課分のもので、当初二次予算の合計は６ページ下段に記載のとおり、

２２件１億５千１４１万５千円の要求としております。よろしくお願いいたします。 

○社会教育課長補佐 続きまして社会教育課が所管する事業についてご説明いたします。

議案書７ページをご覧ください。 

１０款教育費、４項社会教育費、１目社会教育総務費ナンバー１八雲町平和学習事業、

ナンバー２八雲さむいべや祭り開催事業、ナンバー３八雲山車行列開催事業、ナンバー４

ミュージックサマースクール事業、ナンバー５小牧市・八雲町児童・生徒学習交流事業に

ついては継続して実施している事業であり、要求額についても昨年度より多少の増減はあ

るものの大きくは変わらないことから説明を省略させていただきます。 

次に２目公民館費ナンバー６公民館講座「木彫り熊講座」開設事業の要求額４６万３千 

円は、八雲の木彫り熊の伝統を後世に継承することを目的に引き続き講座を開催するため

の経費として要求するものです。 

   なお、令和７年度には木彫り熊を彫る人を増やすための施策として、新たに初級講座を

１０回開催するための費用も計上しております。 

議案書８ページをお開きください。４目史跡史料管理費ナンバー７梅村庭園整備事業の要 

求額３９７万円は、梅村庭園と公民館の間に所在する個人保有の土地について購入しよう

とするものであり、購入の際には現在の所有者により建物を解体後の更地での購入として

おります。 

次に６目八雲町民センター管理費ナンバー８八雲町民センター小規模改修事業の要求額 

５８４万１千円は、八雲町民センターの利用者用トイレについて以前から利用者から洋式

化の要望が出ており、さらに当該施設は災害時の避難所としても指定されていることから、

議案書記載のとおり洋式化に改修しようとするものであります。 



以上社会教育課が所管する当初二次歳出予算は、８件１千９０８万４千円の要求となっ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○図書館奉仕係長 続きまして八雲町立図書館が所管する事業について説明いたします。

議案書９ページをお開きください。４項社会教育費、３目図書館費図書館エアコン設置事

業の要求額３００万３千円は、図書館１階閲覧室・エントランスホール・事務室および２

階集会室にエアコンを設置するための実施設計業務委託料となっております。 

 なお、設置しようとするエアコンについてはより安価に設置できる家庭用エアコンを複

数台設置しようとするものでありますが、効果的な設置場所および台数の選定や電気使用

量によっては一部電気設備の改修工事を伴う可能性があることから、令和７年度に実施設

計を行い、令和８年度に設置工事を行おうとするものであります。 

以上図書館が所管する当初二次歳出予算は、１件３００万３千円の要求となっておりま

すのでよろしくお願いいたします。 

○体育課長 続きまして体育課所管分の当初二次予算について来年度新たに行う事業につ

いてご説明申し上げます。 

ナンバー４開町２０年記念各種スポーツ大会等開催事業要求額１１５万３千円につきま

しては、開町２０年を機に記念大会等を実施しようとするもので、ミルクロードレース、

成人のソフトボール、ゴルフ、少年団の空手の大会の経費に対し一部を助成し、また、主

催事業として日本トップリーグ連携機構で行っている子どもたちに球技の楽しさを伝える

イベント、ボールゲームフェスタを開催する予定であります。 

 ナンバー５総合体育館外壁等整備事業８８万円につきましては、昭和５４年開館の総合

体育館の屋根について、アリーナ内に雨漏りが見られ応急的な補修は行っていますが、修

繕が必要なことから部分的な修繕を行うものであります。 

ナンバー６八雲町営スキー場ペアリフト主要機器等整備事業１億９７２万３千円につき

ましては、平成１３年の設置から２３年が経過したペアリフトを動かす電動機についてメ

ーカーから製造終了が発表され、交換部品の供給も停止されることが想定さることから更

新するものです。 

ナンバー７温水プールのろ過機等の機器は、計画的な修繕を行いながら長寿命化を図っ

てきましたが、開業以来使用している塩素生成装置に劣化が見られることから長期的な修

繕整備計画に基づき整備を行い、設備の長寿命化を図ろうとするものです。 

 以上体育課所管分の当初二次予算は合計７件、要求額１億２千４８４万５千円となりま

す。よろしくお願いいたします。 

○学校給食センター長 続きまして１２ページ学校給食センターの学校給食食育事業です

が、ほぼ前年度と同様の要求額になっておりますが、今年度から新たに熊石産のもち米を

使用するということでの増額となっております。 

 以上合計１件、１２９万１千円の要求となっております。以上です。 

○熊石教育事務所教育推進係主査 引き続き議案書１３ページの熊石教育事務所所管分に

ついて説明いたします。ナンバー１の熊石小学校暖房用設備更新事業は、４９８万３千円

の要求額でございます。昭和６０年度建設の熊石小学校暖房設備の地下埋設油タンク及び



地下埋設油配管が老朽化により腐食しているため、修繕を行うものでございます。 

 修繕方法は地下埋設油タンクを廃止し、地上タンクの設置と配管を整備するものでござ

います。 

以上、説明といたします。よろしくお願いいたします。 

○学校教育課長 以上今年度の要求額は、先ほどご説明させていただきました八雲、熊石

地域合わせて、９億７千８７１万円となっております。 

以上です。 

○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問ございませんか。 

○福田委員 図書館エアコン設置事業についてですが、令和７年度に実施設計をして設置

は８年度ということですが、令和７年度は暑い環境は変わらないということでしょうか。 

○図書館管理係長 委員ご指摘のとおり令和７年度に実施設計をして設置は８年の夏まで

には設置したいと考えております。そのまま設置できればよかったのですが、エアコンの

台数が不足していることや電気設備工事が必要となった場合、短期間では工事が難しい現

状もあることから、その調査を含めて令和７年度にしっかり行い、８年度で設置したいと

考えております。 

○教育長 せっかくエアコンを設置するということであれば、台数をきちんと調査したう

えでということで、このような形で進めたいと考えております。 

 よろしいでしょうか。他にございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○教育長 無ければ、協議第１号は協議済みといたします。 

 秘密会を解きます。 

 

◎日程第３ 報告第１号 

○教育長 日程第３ 報告第１号「損害賠償額の決定及び専決処分の報告について」を議

題といたします。事務局の説明を求めます。 

○学校教育課長 それでは説明いたします。議案書１４ページをご覧ください。 

 本件は、上八雲方面への児童生徒を送迎しているスクールバスやまびこ号に係る車両事

故によって発生した損害賠償について、地方自治法 第１７９条 第１項の規定により、別

紙のとおり専決処分いたしましたので報告するものです。 

１５ページ をお開き願います。事故の状況でありますが、令和６年１０月１５日午前 

１１時５５分頃、スクールバスやまびこ号が児童送迎のため運行中緩やかな右カーブに差

し掛かったところ、小動物が飛び出し運転手が咄嗟に避けようとしたところ、道路から路

肩に転落し電柱と衝突した後に停車したもので、事故車両は電柱に衝突したことで左前部

を大破しましたが、幸い事故発生時に乗車中の児童１名及び運転手に怪我はありませんで

した。 

衝突した電柱の管理者である北海道電力株式会社と損害状況を確認したところ、電柱の 

ほか、共架設備である共同通信線及び通信機器の破損が確認されたことから、それぞれ復



旧工事を行うこととしたもので、このうち共同通信線について議案書記載の相手方と本年

１１月１１日付で示談が成立したことから、民法第７１５条第１項の規定により、その損

害を賠償するものであり専決処分したものであります。 

損害賠償の額は９５７万円で、損害賠償の相手方は議案書に記載のとおりであります。 

なお、今回の事故を受け、スクールバス運行受託事業者には改めて安全運転教育の徹底

を行うようを指示しており、継続して児童・生徒の安全確保に努めてまいります。 

このたびはこのような事故を起こしてしまい、相手方、関係者の皆様にはご迷惑をおか

けし、誠に申し訳ありませんでした。 

以上報告とさせていただきます。 

○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○教育長 無ければ、報告第１号は報告済みといたします。 

 

◎日程第４ 報告第２号 

○教育長 日程第４ 報告第２号「令和７年度八雲町二十歳の集いについて」を議題とい

たします。事務局の説明を求めます。 

○社会教育課長 それでは報告します。議案書１６ページをお開き下さい。 

八雲町二十歳の集いは１７ページにありますとおり、日程は令和７年１月１２日日曜日

に開催いたします。 

 対象者は今年度２０歳を迎える方で、１１月１日現在１３３名となっておりますが、八

雲町出身で就職や進学で他の市町村に住んでいる方でも出席できることとしております。 

会場は、シルバープラザです。 

内容としましては、式典・記念講演・動画上映を予定しております。 

また、記念講演講師は、ミュージシャンであるワタナベヒロシ氏を予定しております。

ワタナベ氏は、八雲町出身で現在函館市を拠点とした音楽グループ「ひのき屋」でのライ

ブ活動のほか、はこだて国際民俗芸術祭に運営スタッフとしてかかわるなど音楽にとどま

らない活動をしており、若者に未来への希望とエールを送っていただけるものと思います。 

記念品は、木彫り熊デザイングッズ八雲エイトマグカップとし、その他にございますよ

うに、熊石地域から参加する方で希望する方には送迎バスを利用していただくこととして

います。 

なお、対象者には案内文書を送付するとともに、町ホームページなどで情報を周知して

まいります。 

教育委員の皆様にはご案内を送付しているところですが、当日のご出席につきまして、

どうぞよろしくお願いいたします。 

以上で説明を終わります。 

○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○教育長 無ければ、報告第２号は報告済みといたします。 



◎日程第５ 報告第３号 

○教育長 日程第５ 報告第３号「令和６年度ものづくり・アイディア作品展審査結果に

ついて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○社会教育課長 それでは説明いたします。議案書１８ページをお開きください。 

八雲町公民館では、子どもの創造力を伸ばし手作りの楽しさや工夫する喜びを体感して

もらうことを目的に、夏季休業明けに子どもアイディア工作展を開催し、本年は町内４つ

の小学校から１０９点の作品の応募がありました。 

９月１２日に町内での審査会を実施し、町長賞、教育長賞、公民館長賞、北海道新聞社

賞を受賞した１２点を令和６年度ものづくり・アイディア作品展に出品しました。その結

果について、議案書１９ページをご覧ください。 

上段の特別賞を受賞した５作品が北海道青少年科学技術振興作品展に出品され、１作品

が入選に選ばれました。 

以上報告といたします。よろしくお願いいたします。 

○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○教育長 無ければ、報告第３号は報告済みといたします。 

 

◎日程第６ 報告第４号 

○教育長 日程第６ 報告第４号「令和６年読書感想文・感想画コンクールの審査結果に

ついて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○図書館奉仕係長 それでは報告いたします。議案書２０ページをお開きください。 

第５８回を迎える当コンクールは、各学校の先生方・審査委員の皆さまにご支援ご協力

をいただいて開催いたしました。応募件数は感想文８２点、感想画１５０点、計２３２点 

となっており、前年度より７件増でした。 

審査結果につきましては２１ページのとおり、最高賞に当たる鶴田知也賞の２名をはじ

め、最優秀賞３名・優秀賞１３名が選ばれ、先月１１月２８日に表彰式を行いました。 

これらの作品と、入選１４名・努力賞２００名の結果については、光陰第５８号に掲載

し発行しております。 

以上で報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○教育長 無ければ、報告第４号は報告済みといたします。 

  

◎日程第７ 報告第５号 

○教育長 日程第７ 報告第５号「図書購入寄附金について」を議題といたします。事務

局の説明を求めます。 

○図書館奉仕係長 それでは報告いたします。議案書２３ページをお開き願います。 

令和６年１２月７日、八雲ライオンズクラブ様より図書購入費として１０万円の寄附金

贈呈がありました。 



これまでの寄附の経過については２４ページにありますように、昭和４６年から４７回

を数え、金額にして総額４６５万円、購入冊数は３千６２４冊となります。今後、図書館

の蔵書充実の支えとして広く利用者閲覧に供するよう、有効活用に努めてまいります。 

なお、本年度分の購入内容につきましては現在担当者により選定中です。 

以上報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○教育長 事務局の説明が終わりました。何か質問はございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○教育長 無ければ、報告第５号は報告済みといたします。 

 

◎日程第８ その他 

○教育長 日程第８ その他ですが、事務局から何かありますか。 

（「なし」という声あり） 

 

◎閉会の宣言 

○教育長 無いようですので、本日の会議に提出した議案等の審議はすべて終了いたしま

した。これをもちまして、令和６年第１０回教育委員会会議を閉会いたします。大変お疲

れ様でした。 

 

 

     【閉会  午後１６時３７分】 

 


